
「精神腫瘍医」という言葉を聞いたことがあるでしょ
うか。精神腫瘍医とは、がん専門の精神科医および
心療内科医のことです。この本の著者、清水研先生は、
国立がん研究センターで、3500 人以上もの患者さん
の話を聞いてきました。告知後のショックは計り知
れない大きさでも、それをきっかけに、残された時
間を前よりも自分らしく生きるように変わっていく
方々が多くいらっしゃるそうです。そんな方々のお
話を伺う中で、逆に医師である著者が人生について
教えてもらうことが山ほどありました。

ることの優先順位を考えるようになります。お金を
ためることばかりを考えていた人がどうやってその
お金を家族と一緒に使うか考えるようになったり、
仕事を辞めて自分がもっとやりたかったことを始め
た人がいたりしました。また死を意識した人の多く
の人が、支えてくれた家族や周りの大切な人との時
間を何よりも優先するようになるそうです。

現代日本において、ふつうに生活する中で自分の死
を意識することはあまりないかもしれません。です
が、「人生の締切」を意識することは、自分の人生
の優先順位を考えて、より自分らしく生きることへ
とつながります。「死」について考えることは恐ろ
しいことではなく、どう生きるか考えるために必要
なことだととらえることもできるのです。

3500 人以上のがん患者と
対話してきた精神科医が伝える
死ぬときに後悔しない生き方

人生において本当に大切なことを
先延ばしにしていませんか

「死」について考えることは
「どう生きるか」を考えること

拝啓　時下、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

このたび、株式会社文響社では、『もしも一年後、この世にいないとしたら。』を刊行いたしました。

プレゼント企画、掲載用画像等協力もいたしますので、

ご検討頂けましたら幸甚です。何卒よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　敬具
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